
令和２年１月 31日（ ）　第　172　号 議 会 だ よ り3

常任委員会審査レポート ～議案等に対する細やかなチェックを行いました！～
　

議
案
第
２
号
、
第
８
号
、
第
10
号
、

第
12
号
、
第
13
号
、
第
14
号
お
よ
び
第

16
号
は
原
案
可
決
。

　

陳
情
第
10
号
、
第
12
号
お
よ
び
第
13

号
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
議
案
第
２
号
【
令
和
元
年
度
大
網
白

里
市
一
般
会
計
補
正
予
算
】

問　

被
災
支
援
に
関
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
農
家
組

合
に
入
っ
て
い
な
い
と
支
援
の
対
象
と

な
ら
な
い
の
か
。

答　

農
家
組
合
員
に
限
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

問　

消
防
関
係
職
員
の
給
与
費
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

災
害
に
対
し
て
休
日
ま
た
は
夜
間

に
勤
務
し
た
安
全
対
策
課
以
外
の
職
員

も
含
め
た
も
の
で
あ
り
、
台
風
19
号
で

は
14
日
間
、
延
べ
５
２
５
人
、
10
月
25

日
の
大
雨
で
は
、
17
日
間
で
、
延
べ
６

２
９
人
分
と
な
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
８
号
【
大
網
白
里
市
国
民
健

大
網
白
里
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
】

問　

議
案
第
４
号
、
第
５
号
の

補
正
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
件
数
増
加

と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

答　

昨
年
度
と
の
比
較
で
、
要

支
援
１
が
40
人
増
加
、
要
支
援

２
が
50
人
増
加
し
て
お
り
、
高

齢
化
に
伴
い
増
加
傾
向
に
あ
る
。

●
陳
情
第
８
号
【「
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・

調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」

　

議
案
第
３
号
、
第
４
号
、
第

５
号
、
第
７
号
、
第
11
号
お
よ

び
第
15
号
は
原
案
可
決
。　

　

陳
情
第
８
号
、
第
11
号
お
よ

び
第
14
号
は
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

◆●
議
案
第
４
号
【
令
和
元
年
度

大
網
白
里
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
】

●
議
案
第
５
号
【
令
和
元
年
度

的
な
も
の
か
。
こ
れ
ま
で
換
え

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
ど
の
く

ら
い
も
つ
の
か
。

答　

ポ
ン
プ
自
体
は
、
整
備
し

て
か
ら
24
年
が
経
過
し
て
い
る
。

今
回
は
部
品
、
メ
カ
ニ
カ
ル

シ
ー
ル
の
交
換
を
行
う
が
、
メ

カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
耐
用
年
数

は
12
年
程
度
で
、
す
で
に
１
度

交
換
を
し
て
い
る
。

意
見　

今
回
は
、
ポ
ン
プ
４
台

の
う
ち
の
１
台
の
シ
ー
ル
交
換

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ほ
か

の
３
台
に
つ
い
て
も
同
時
期
に

整
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耐

用
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
故

　

議
案
第
６
号
お
よ
び
第
９
号

は
原
案
可
決
。

　

陳
情
第
９
号
は
、
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

●
議
案
第
６
号
【
大
網
白
里
市

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
】

問　

み
ど
り
が
丘
は
、
造
成
さ

れ
て
か
ら
23
年
く
ら
い
経
つ
と

思
う
が
、
今
回
の
故
障
は
部
分

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
】

◦
非
核
平
和
は
、
日
本
国
民

の
悲
願
で
あ
り
、
す
べ
て
の

人
間
が
望
む
も
の
だ
と
思
う
。

特
に
日
本
は
、
核
不
拡
散
条

約
に
基
づ
き
、
こ
の
数
十
年

間
、
核
を
減
ら
す
こ
と
に
苦

心
し
て
き
た
と
思
う
が
、
今

回
の
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

核
兵
器
を
持
つ
国
と
、
持
た

な
い
国
と
の
関
係
上
、
国
は

こ
れ
を
保
留
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
勘
案
し
、
国
の
動
き

を
見
守
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

障
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
先

日
の
豪
雨
の
よ
う
な
状
況
を
考

え
れ
ば
、
故
障
す
る
前
に
交
換

を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

●
議
案
第
９
号
【
大
網
白
里
市

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
】

問　

こ
れ
ま
で
手
数
料
を
徴
収

し
て
い
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
使
用
料
、
手
数
料
の
点
検

作
業
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

都
市
計
画
に
関
す
る
土
地
の
証

明
に
つ
き
、
近
隣
及
び
県
内
市

町
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
を
徴
収

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
回
議
案
と
し
て
提

出
し
た
。

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
】

問　

改
正
漏
れ
が
生
じ
た
理
由
は
。

答　

課
税
の
限
度
額
な
ど
は
、
税
制
改

正
に
伴
う
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
と

い
う
こ
と
で
国
か
ら
の
参
考
資
料
に
基

づ
い
た
改
正
作
業
を
行
う
が
、
税
率
の

改
正
は
市
独
自
で
行
う
の
で
、
そ
う

い
っ
た
も
の
が
な
く
、
改
正
漏
れ
が
生

じ
た
一
つ
の
要
因
と
考
え
て
い
る
。

意
見　

前
回
定
例
会
で
も
、
市
道
の
認

定
を
間
違
え
た
こ
と
に
よ
り
、
訂
正
す

る
議
案
が
あ
っ
た
が
、
議
案
は
大
事
な

も
の
で
あ
る
か
ら
、
し
っ
か
り
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
陳
情
第
10
号
【
行
政
視
察
に
行
っ
た

議
員
が
絶
賛
し
た
、
入
札
管
理
委
員
会

を
、
本
市
に
も
設
置
し
て
も
ら
う
た
め

の
、
陳
情
】

〈
賛
成
意
見
〉

◦
入
札
制
度
に
つ
い
て
透
明
性
、
公
平

性
を
確
保
し
、
よ
り
公
平
な
入
札
を

す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
入
札
管
理
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
に
賛
成
し
た
い
。

〈
反
対
意
見
〉

◦
入
札
を
公
正
、
透
明
に
と
い
う
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
入
札
管

理
委
員
会
の
設
置
に
は
、
準
備
や
経

費
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
監

査
委
員
を
活
用
す
る
方
法
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
速
に
入
札
管
理

委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
必
要
は

な
い
と
考
え
る
。

●
陳
情
第
12
号
【
防
災
大
国
ニ
ッ
ポ
ン

の
実
現
を
求
め
る
陳
情
】

〈
反
対
意
見
〉

◦
陳
情
項
目
に
つ
い
て
は
、
今
現
在
、

国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
特

に
今
回
は
、
今
ま
で
に
な
い
特
例
的

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
防
災
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
も
す
で
に

行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

◦
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
河
川
工
学
的
に

も
非
常
に
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
が
あ

る
中
で
市
と
し
て
要
望
す
る
と
い
う

の
は
、
と
て
も
受
け
入
れ
が
た
い
。

●
陳
情
第
13
号
【
日
本
政
府
に
香
港
の

「
自
由
」「
民
主
主
義
」
を
守
り
行
動
を

求
め
る
陳
情
】

〈
反
対
意
見
〉

◦
要
望
事
項
を
見
て
も
、
国
レ
ベ
ル
の

話
で
あ
り
、
中
国
に
制
裁
を
加
え
る

な
ど
、
市
議
会
で
意
見
書
を
出
す
問

題
で
は
な
い
。

各 議 案 の 概 要

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

12
月
16
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
７
件
及
び
陳

情
３
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
議
案
６
件
お
よ
び
陳
情
３
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

12
月
17
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
議
案
２
件
お
よ
び
陳
情
１
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
審
査
結
果
に
つ
い
て

  

審
査
結
果
に
つ
い
て

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

　  

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

QQ AA &&

  
審
査
結
果
に
つ
い
て

　  

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

議案第１号 災害対応に必要な補正予算について行った専決処分の承認を求めるもの。

議案第２号 台風15号等による被災への対応に係るものなど。約７億2,400万円の増
額補正。

議案第３号 翌年度当初から直ちに業務を開始するために今年度中に契約を締結する
必要がある業務について債務負担行為を設定するもの。

議案第４号 通所型サービス事業費負担金、介護予防ケアマネジメント委託料を増額す
るもの。

議案第５号 介護予防計画の作成件数の増加に伴う委託料の増額を行うもの。
議案第６号 ポンプ機器に不具合が生じたため、交換整備を行うもの。

議案第７号 翌年度当初から直ちに開始する業務について、今年度中に業者選定が必
要なため債務負担行為を設定するもの。

議案第８号 法定軽減に係る規定の改正漏れによるもの。

議案第９号 都市計画に係る土地の証明書について手数料を徴収するもの。
議案第10号・
第12号 土地開発基金条例を廃止しようとするもの。

議案第11号 社会福祉協議会の訪問介護事業の廃止に伴い、福祉会館を土曜日につい
て休館日とするもの。

議案第13号・
第14号

会計年度任用職員制度の開始に伴う条例の新規制定および関係条例の整
備を行うもの。

議案第15号 福祉会館の指定管理者の指定に関するもの。

議案第16号 山武郡市広域行政組合が共同処理する事務の見直しに伴う同組合規約の
改正に関するもの。

議案第17号 市教育委員会委員の任命に関するもの。
議案第18号 市監査委員（議会選出）の選任に関するもの。


